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ムナビロヒメフトコメツキダシ Bioxylus laticollis 
Hisamatsu, 1963 は，奄美大島に生息する前胸背板
に特徴のある種であるが，これまで雄について採
集例がなく，その形態については明らかにでは
なかった （Hisamatsu, 1963；鈴木，2016）．筆者は，
最近お譲りいただいた故江本健一氏のコメツキダ
マシの中に，雄を含む複数の個体を見いだすこと
ができたので，ここに記録しておきたい．

発表するに当たり，貴重なコレクションを築き
上げられた故江本健一氏，そのコレクションの保
管を託された，ふじのくに地球環境史ミュージア
ムの岸本年郎博士に厚くお礼申し上げる．

ムナビロヒメフトコメツキダシ Bioxylus laticollis 
Hisamatsu, 1963 （Figs. 1–6）

Bioxylus laticollis Hisamatsu, 1963: 33–34, Fig. 7 （A–
C） （Amami-Ôshima: Hatsuno）; Hisamatsu, 1989: 
346 （check list: Honshu, Kyushu, Amami-ôshima）; 
Suzuki, 2016: 31–32, Figs. 1, 5–10 （Amami-ôshima: 
Yuwan）; Hatayama, 2018: 224 （list）.

形態
♂．体 4.3 mm；幅 1.4 mm．体は黒褐色である

が，頭部は黒色，触角，前胸背板の前縁部，腹
部および脚は茶褐色となる．体は円筒形で，ほ
ぼ平行．前胸中央で最大幅となる．背面は黄色
い毛で密に被われる．頭部は正中線に沿って顕
著な隆起線を備える （Fig. 2）．表面は光沢がある
が，針で刺したような明瞭な点刻で被われる．点
刻間の距離は，各点刻の直径とほぼ同じかそれ
より狭い．頭盾は平圧され，前縁は中央で弱く
湾入する．触角はやや長く，第 9 節で前胸後角
を越える．第 3 節 （Fig. 3 上） は最小で，第 2 節
の 0.5 倍 （Fig. 3），2 節と 3 節を合わせた長さは 4

節とほぼ同長．触角の毛は 3 節までは傾くが，4
節 以 降 は ほ ぼ 直 立．1・2 節 は 光 沢 が あ る が，3
節以降は艶消しとなる．前胸背板 （Fig. 2） は幅広く，
中央長の 1.3 倍．ドーム状に強く盛り上がり，表
面は円～楕円形の点刻で被われる．点刻間は平滑
で光沢があり，各点刻の直径より狭い．前胸後角
は後方に伸び，その背面は尾根のように隆起する．
前胸背板側縁および前角は縁取られる．小循板は
丸みを帯びた逆三角形．表面は点刻を伴うが，滑
らかで，強い光沢がある．上翅は基幅の 2.1 倍．条
線は浅いが明瞭．間室の点刻は密．翅端部の陥没
は深く，V の字状．後胸前側板は平行状．腹部第 5
節末端には，小棘状突起が散在する．

雄 交 尾 器 （Figs. 5–6）． 長 さ は 1.0 mm； 幅 0.29 
mm．基片は小さく，全長の 1 /5.5 以下．外側の一
次側片は外縁が先端手前で強く波曲し，先端に向
かって徐々に狭くなるが，先端は広く丸まる．内
側の二次側片は発達が弱く，細い棒状となって後
方に伸びるが，その先端は一次側片の先端を越え
ない．

♀．体長 4.6–5.4 mm；幅 1.5–1.8 mm．体形，色
彩共に雄に似るが，色彩は変化に富み，全体に明
るい個体も存在する．触角第 3 節 （Fig. 4 上） は雄
に比べ長く，第 2 節の約 1.6 倍 （Fig. 4）．2・3 節を
合わせた合計は 4 節と同じかやや長い．

検視標本
1♂，“larva （Amami） Higashinakama III. 1964 Coll. 

K. Kinugasa”. 1 ♀，“larva （Amami） Higashinakama 
III. 1964 Coll. K. Kinugasa”; “Hach at Urawa 1–10 IV 
1964”. 1 ♀，“larva （Amami） Higashinakama III. 1964 
Coll. K. Kinugasa”; “Hach at Urawa 11–20 IV 1964”. 3
♀♀，“Larva Amami-Ist. V. 1966 K. Kinugasa Leg.”; 
“Hach at Urawa 1–10 IV 1967”. 1 ♀，“Larva Amami-
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Ist. V. 1966 K. Kinugasa Leg.”; “Hach at Urawa 11–20 
IV 1967”.

本種の分布について
本種の分布は，ホロタイプの産地である鹿児島

県奄美大島以外には，久松 （1989） に「本州」と「九
州」が挙げられているが，筆者はこれまでに，こ
れら 2 地域で採集されたという記録には接してい
ない．畑山 （2018） や鈴木 （2020） のリストにも本
種の分布として「本州」と「九州」を挙げている
が，これは久松 （1989） の記述に基づいたものだろ
う．お手元にこれらの地域の個体をお持ちの方は，
分布の確認という意味でも，証拠となるデータと
共に公表をお願いしたい．

近縁種との比較と識別点
本種が含まれるヒメフトコメツキダマシ属は，

これまでに日本から 8 種が知られている （畑山，
2018）．いずれの種もよく似ているが，その中では，
本州，四国，伊豆諸島 （御蔵島） に分布するキン
ケヒメフトコメツキダマシ B. pilosellus Hisamatsu, 
1959 に形態が似ている．しかし，ムナビロヒメフ
トコメツキダシは，前胸背板がより強壮で，その
外縁は中央部で強く外側に広がることや，前胸背
板の点刻がより密であるなどの特徴を備えること
により，キンケヒメフトコメツキダマシとは容易
に識別することができる．また，他の日本産のヒ
メフトコメツキダマシとは，1） 背面は黄色の毛で
密に被われる．2） 頭盾の縦隆線を欠く．3） 触角は
雌雄共に糸状で，雄でも鋸歯状とはならない．前
胸背板は側縁中央部で強く広がる．4） 後胸前側板
は平行．5） 腹部第 5 節は先端に向かって狭くなり，

先端は鈍く尖る．6） 雄交尾器は，内側の二次側片
は著しく細く，棒状で，基片は交尾器全長の 1/5.5
以下ときわめて小さい，などの特徴を組み合わせ
ることにより，識別することができる．

備考
標本に付けられたラベルに記載されたデータか

ら，これらの標本は，故衣笠恵士博士が奄美大島
で材を採取して持ち帰り，ご自宅のある浦和市で
羽化させたものと考えられ，後に博士と深く親交
のあった故江本健一氏の手元に渡ったものと思わ
れる．樹種や材の状態については，残念ながらラ
ベルに記載がなく，その詳細については不明である．
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Figs. 1–6． ム ナ ビ ロ ヒ メ
フ ト コ メ ツ キ ダ シ
Bioxylus  la t icol l i s 
Hisamatsu. 1，全形背
面 （dorsal habitus），
♂ ； 2 ， 頭 部 と 前
胸 背 板  （ h e a d  a n d 
pronotum），♂；3，
雄 左 触 角 第 3 節 

（3rd segment of left 
antenna in male）；4，
左 ♀ 左 触 角 第 3 節 

（3rd segment of left 
antenna in female）；
5–6， （ 雄 交 尾 器 ） 
male genitalia.


